
地方創生関連交付金事業の効果検証
－基本目標２に係るもの－

効果検証の目的

地方創生関連交付金の利活用方策・実施状況に関する客観的指標（重要業績評価指標）について、その達成状況を学識経験者等の第三者の意

見を求めて検証することにより、評価の透明性、客観性及び公平性を確保することを目的とする。（地方創生拠点整備交付金制度要綱第７、第８及び

地方創生推進交付金制度要綱第11、第12に規定）

効果検証対象事業

○地方創生拠点整備交付金（Ｈ28年度補正予算（Ｈ29繰越明許））

【事業名称】 聖籠町ゆめ・ひと・みらい創造拠点整備事業

【事業目的・概要】

将来的な人口減少を防ぎつつ、住民や組織が枠組みを超えて交流することにより構築される、新たな信頼関係を主軸とした当該地域における小さな拠点

を形成することで、まちづくりの要である「住民協働」を実現し、地域の発展を支える人材確保と、次世代の担い手を育む体制づくりのため、蓮潟こども園

敷地内に「そだちの家」を整備し、住民とＮＰＯ法人、学校法人、民間事業者、行政等が協働するまちづくりに資するための小さな拠点を形成する。

効果検証体制

産学金労言住の各分野18名で構成する「聖籠町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議」で効果検証すると共に、議会においても交付金

事業の効果検証を行い、必要に応じて事業内容の見直しを検討する。効果検証結果（本資料及び主な意見）については、町ホームページに

て公表。
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地方創生関連交付金事業の効果検証

地方創生拠点整備交付金 ～ 聖籠町ゆめ・ひと・みらい創造拠点整備事業 ～
総事業費58,466,880円（うち交付金充当額：29,233,000円）

蓮潟こども園敷地内に「そだちの家」を建設し、事業運営のためのコーディネーターを配置し、関係団体との連絡調整、事業計画策定等を行う。

交付金により整備した施設（そだちの家）を利活用して行う自主事業としては、次のものを順次実施予定

・蓮潟こども園における午後３時～午後７時の預かり保育を実施

・住民集会や憩いの場として開放

・各種団体（サークル）等の活動拠点として開放

・給食レストラン（学校給食を予約制で一般住民向けに提供）

・町主催による各種生涯学習事業の実施

・保健師、栄養士、ケアマネ、子ども・子育て相談員、図書館司書、消費生活相談員等による各種教室・相談会等の開催

・地域の伝統芸能（蓮潟神楽）を保存、継承していくための活動拠点に活用

・JAPANサッカーカレッジによる子ども～高齢者各年代対応のスポーツ教室等の開催

・新潟東港工業地帯立地企業連絡協議会と共同で企業説明会、求人情報説明会等の開催

・聖籠町社会福祉協議会と連携した米粉パン教室の開催及び調理済みパンの移動販売

事業の進捗状況

事業内容

Ｈ29.９月 そだちの家建設工事完了

Ｈ29.10月～ 預かり保育事業の開始

Ｈ29.11月～ そだちの家に関する「地域交流施設条例」の施行により、地域住民等へ憩いの場として開放

一般の利用者が利用しやすいように周知を行うとともに、関係機関と連携し、イベント等の開催、

給食提供など進めていく予定。

Ｈ31.4月 「蓮潟神楽」鑑賞触れ合い事業の実施
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地方創生関連交付金事業の効果検証

地方創生拠点整備交付金 ～ 聖籠町ゆめ・ひと・みらい創造拠点整備事業 ～
総事業費58,466,880円（うち交付金充当額：29,233,000円）

事業の効果、課題

ＫＰＩ（重要業績評価指標）達成状況

施設整備完了後速やかに預かり保育事業を開始したことにより、安心して子どもを預け働ける環境を整え、仕事と子育ての両立を支援できて

いる。その他事業に関しては、当該施設において地域の伝統芸能と子どもの触れ合いの場を作り、地域の交流拠点として提供できた。

ＫＰＩ 事業開始前 １年目(H28) ２年目(H29) ３年目(H30) ４年目(H31) ５年目(H32)

転入者数
※1

613人
目標値 620人 625人 630人 635人 640人

実績値 579人 666人 657人 － －

早朝・延長保育希
望児童数に対する、
早朝・延長保育の
実施率

100％
目標値 100％ 100％ 100％ 100％ 100％

実績値 100％ 100％ 100％ － －

町民で住み続けた
いと思う人の割合

68.0％
目標値 68.5% 69.0% 69.5% 70.0% 70.5%

実績値 事業計画中間期間（H31年度）及び期間終了後(H33年度）に住民アンケートを実施し、数値把握予定

今後の事業展開方針

引き続き、地域の交流拠点として活用しつつ、コーディネーターを配置し、関係機関、団体、住民と協働しながら更なる事業の充実に努める。
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※1：実績値は保健福祉の動向より

この部分が効果検証対象
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